
平成２４年度 実施メニュー実施結果表

．７６（当初計画： ．７９） 東北森林管理局No No

取 組 名 素材のシステム販売を活用した大口需要者への対応（継続）

流 域 名 米代川流域（米代東部）

重点事項番号 ①－１１

実施箇所及び 実施箇所：米代東部森林管理署管内
実施日 実 施 日：７月～１２月

取組の背景及 大口需要者から国有林材の安定的・計画的な供給が求められて
び必要性 いる。

【これまでの取組内容】
これまでも素材の安定供給システムにより、合板工場や地元

製材所と締結された販売協定に基づき、地域材の安定的・計画
取 組 の 内 容 的な供給に努めている。

【平成 年度の取組内容】24
販売協定により６社に素材２０，５００ を供給する見込m3

み。

国有林担当 米代東部森林管理署、販売課
部局・役割 地域材の安定的・計画的な供給

連携協働相 合板工場、地元製材工場
手先・役割 地域材の利用促進

取組の結果、 国有林材の計画的・安定的な素材の供給が図られた。
反響、今後の 引き続き大口需要者に対応できる安定供給体制が必要である。
課題等

ＰＲの実施状 各種会議等において、国有林材の安定供給システム等の実施内
況及びその期 容を紹介し、地域材の需要拡大に努めた。
待する効果

（様式２）



（様式２）

平成２４年度 実施メニュー実施結果表

．７７（当初計画： ．８０） 東北森林管理局No No

取 組 名 間伐材等木材利用の （継続）PR

流 域 名 米代川流域（米代東部）

重点事項番号 ①－１３

実施箇所及び 実施箇所：米代東部森林管理署管内
実施日 実 施 日：５月～１２月

取組の背景及 間伐等による森林整備の促進により、木材供給量が増加してい
び必要性 ることから、国有林が率先し間伐材等の木材を使用するなど木

材の需要拡大を図る必要がある。

【これまでの取組内容】
国有林野事業の治山・林道工事に間伐材等の木材を使用した

工法を取り入れ木材の に努めている。PR
取 組 の 内 容

【平成 年度の取組内容】24
国有林野事業の治山・林道工事に間伐材等の木材を使用した

工法（治山：在置型枠工３箇所・木製水路１箇所、林道：木柵
工５箇所）を実施し、木材利用の 及び施工技術の向上に努PR
めた。

国有林担当 米代東部森林管理署
部局・役割 間伐材を使用した工法の採用

連携協働相 治山・林道受注業者
手先・役割 施工技術のレベルアップ

、 、取組の結果、 木材を使用した工法は 自然と調和し入林者からの評判も良く
反響、今後の また、地域材の利用拡大が図られることから、継続した取組が
課題等 求められている。

今後も、景観・コスト等を考慮しながら木材を使用した工法を
積極的に施工していく。

ＰＲの実施状 各種会議等で取組状況を紹介した。間伐材等木材を使用した施
況及びその期 工技術の向上に貢献するとともに、国有林野事業への理解が深
待する効果 まった。



（様式２）

平成２４年度 実施メニュー実施結果表

．７８（当初計画： ．８１） 東北森林管理局No No

取 組 名 米代川流域における低コスト林業等の民・国連携強化（継続）

流 域 名 米代川流域（米代東部）

重点事項番号 ②－２１

実施箇所及び 実施箇所：米代東部森林管理署管内
実施日 実 施 日：５月～１２月

取組の背景及 流域内の諸課題は、流域活性化センタ－を中心に様々な取組が
び必要性 行われてきたところであるが、低コスト施業の促進は重要な課

題であることから検討会等を通じてレベルアップを図る必要が
ある。

【これまでの取組内容】
米代川流域活性化協議会が行う民・国の施策・事業に関する

説明会、低コスト森林作業道作設検討会等に隣接署・センタ－
取 組 の 内 容 とともに参画・協力をしている。

【平成 年度の取組内容】24
米代川流域活性化協議会が行う民・国の施策・事業に関する

説明会を大館市で実施するとともに、当初主催の管内事業体等
「 」 。のレベル向上を目指した 森林作業道作設検討会 を実施した

国有林担当 隣接署
部局・役割 事業計画、イベント等に関する情報提供

低コスト施業に関する検討会の開催

連携協働相 米代川流域活性化協議会員
手先・役割 取組の実践と関係機関との連絡調整

取組の結果、 民国が連携した説明会・意見交換会等を通じて、国有林の取組
反響、今後の 姿勢が理解できると評価を得ている。
課題等 今後も、民国の連携強化を図る必要がある。

ＰＲの実施状 国有林が蓄積してきた技術・知見が民有林へ波及することが期
況及びその期 待できる。
待する効果



（様式２）

【 参 考 資 料 】

取 組 名 米代川流域における低コスト林業等の民・国連携強化（継続）

米代川流域民有林・国有林連携合同説明会

森林作業道作設検討会



（様式２）

平成２４年度 実施メニュー実施結果表

．７９（当初計画： ．８２） 東北森林管理局No No

取 組 名 民・国連携による森林（路網）整備の推進（継続）

流 域 名 米代川流域（米代東部）

重点事項番号 ②－２２

実施箇所及び 実施箇所：米代東部森林管理署管内
実施日 実 施 日：平成２５年３月１３日

取組の背景及 森林施業の集約化・低コスト化等を図るため、民有林・国有林
び必要性 の路網整備状況の情報交換を行い、民・国一体となった効率的

な路網整備を推進する必要がある。

【これまでの取組内容】
平成２３年３月１６日に秋田水源林事務所、大館北秋田森林

組合、当署の３者による大館市長木地域森林整備協定を締結す
取 組 の 内 容 るなど路網整備の推進に努めている。

【平成 年度の取組内容】24
大館市長木地域森林整備協定に定めた森林整備実施計画に基

づき、森林作業道の線形等について関係者で協議した。
他の地域において森林整備協定締結に向けた取組を行う。

国有林担当 米代東部森林管理署
部局・役割 管内路網の開設状況と森林整備計画の情報提供

連携協働相 鹿角市、大館市、北秋田市、小坂町
手先・役割 管内路網の開設状況と森林整備計画の情報提供

取組の結果、 協定期間を延長して、第４次施業実施計画に基づいた路網整備
反響、今後の と施業計画を策定し、確実に実行するよう取り組む。
課題等

ＰＲの実施状 各種会議等において情報提供しているところであり、今後、他
況及びその期 地域へ波及することが期待される。
待する効果



（様式２）

平成２４年度 実施メニュー実施結果表

．８０（当初計画： ．８３） 東北森林管理局No No

取 組 名 民・国が連携した森林保全事業（治山工事）の実施（継続）

流 域 名 米代川流域（米代東部）

重点事項番号 ④－４２

実施箇所及び 実施箇所：米代東部森林管理署管内
実施日 実 施 日：６月～１２月

取組の背景及 平成１９年の豪雨災害により作沢ノ沢に転石が多数堆積し、下
び必要性 流域の田畑や民家等の危険が高まった。被害地域が民有林と国

有林にまたがることから、下流住民等の安全・安心を図るため
県と国とが調整を図り谷止工などを行うこととなった。

【これまでの取組内容】
秋田県、国有林など関係機関が現地調査や検討会を開催し、

県と国とが調整を図り谷止工などを実施している。
取 組 の 内 容

【平成 年度の取組内容】24
県と国有林が調整を図り

県：谷止工１基 床固工１基
国有林：床固工２基 護岸工８８ｍを実施した。

国有林担当 米代東部森林管理署
部局・役割 事業計画の調整及び事業の実施

連携協働相 秋田県、鹿角市
手先・役割 事業計画の調整及び事業の実施

取組の結果、 県と国有林とが調整を図ることにより効率的な事業実行となっ
反響、今後の ていることから、今後も県と調整を図りながら事業を実行する
課題等 必要がある。

ＰＲの実施状 県と国有林とが調整を図ることにより効率的な事業実行にな
況及びその期 り、下流住民等の安全・安心の確保が図られている。
待する効果



（様式２）

【 参 考 資 料 】

取 組 名 民・国が連携した森林保全事業（治山工事）の実施（継続）

○床固工

○護岸工



（様式２）

平成２４年度 実施メニュー実施結果表

．８１（当初計画： ．８４） 東北森林管理局No No

取 組 名 地元で開催される植樹祭への参画（継続）

流 域 名 米代川流域（米代東部）

重点事項番号 ⑥－６２

実施箇所及び 実施箇所：鹿角市十和田大湯黒森山自然公園他
実施日 実 施 日：平成２４年５月２０日

取組の背景及 鹿角市で開催される植樹祭に参画し、地域の森林・林業に対す
び必要性 る理解を深める必要がある。

【これまでの取組内容】
行政及び民有林関係者が連携し毎年開催している植樹祭に参

画し、一般市民、小中学生による植樹を実施。
取 組 の 内 容

【平成 年度の取組内容】24
植樹祭実行委員会へ参画するとともに、当日は一般市民及び

小中学生に植樹指導を実施した。

国有林担当 米代東部森林管理署
部局・役割 植樹祭実行委員会への参画、植樹指導

連携協働相 鹿角市、鹿角市緑化推進委員会、鹿角地域振興局、鹿角森林組
手先・役割 合

植樹祭の企画、会場準備、参加者の募集

取組の結果、 緑化推進活動の一環として開催している植樹祭へは、地元小中
反響、今後の 学生や一般市民など約２００名が参加した。
課題等

ＰＲの実施状 多数の参加者が自ら植樹したことにより緑化意識の高揚が図ら
況及びその期 れ、森林・林業への理解が醸成される。
待する効果



（様式２）

【 参 考 資 料 】

取 組 名 地元で開催される植樹祭への参画（継続）

○植樹風景

○記念標柱



（様式２）

平成２４年度 実施メニュー実施結果表

．８２（当初計画： ．８５） 東北森林管理局No No

取 組 名 小中学生のための森林環境教育と出前講座の開催（継続）

流 域 名 米代川流域（米代東部）

重点事項番号 ⑥－６１

実施箇所及び 実施箇所：北秋田市七日市
実施日 実 施 日：５月～２月

取組の背景及 小学生を対象とした森林教室や林業体験学習への取組に対して
び必要性 地域からの要望がある。また、国民の森林・林業に対する理解

と関心を深めることが必要である。

【これまでの取組内容】
総合的な学習時間等において、植林・育林体験、森林の管理

の仕方、森林の働き、自然観察、木材の使われ方等を学ぶ森林
取 組 の 内 容 教室を通じて森林環境教育を実施している。

【平成 年度の取組内容】24
、 、鷹巣南小学校５・６年生３７名を対象に ５月はスギの植樹

１１月はスギの枝打ち等を行い、２月には雪起こしを行う。

国有林担当 米代東部森林管理署
部局・役割 資材、教材の準備、植樹・育林指導

連携協働相 鷹巣南小学校、北秋田地域振興局、地域住民
手先・役割 日程調整、児童引率、苗木等の準備

、 、取組の結果、 森林環境教育 林業体験等を通じて森林に対する理解が図られ
反響、今後の 父兄等からの反響も大きい。更なる内容の充実に努める必要が
課題等 ある。

ＰＲの実施状 地元新聞への記事の掲載により、地域に対して国有林の 効PR
況及びその期 果がある。
待する効果



（様式２）

【 参 考 資 料 】

取 組 名 小中学生のための森林環境教育と出前講座の開催（継続）

○植樹風景

○参加者による記念撮影



平成２４年度 実施メニュー実施結果表

．８３（当初計画： ．８６） 東北森林管理局No No

取 組 名 市町村森林整備計画策定の支援（新規）

流 域 名 米代川流域（米代東部）

重点事項番号 ⑥－６１

実施箇所：鹿角・北秋田地域振興局、鹿角市、大館市、北秋田市、実施箇所及び
小坂町実施日

実 施 日：５月～２月

取組の背景及 森林・林業の再生を図るため 「森林・林業再生プラン」が策、
び必要性 定された。その実現に向けて実効性の高い森林整備計画を策定

する必要があることから、国有林の知見を発揮し支援すること
が必要。

【これまでの取組内容】
管内各市町村及び各地域振興局に対し、当署の次期施業実施

計画図を手交して共同施業団地等を検討するよう要請した。
取 組 の 内 容

【平成 年度の取組内容】24
管内各市町村及び各地域振興局に対し、当署の次期施業実施

計画図を手交し、民有林、国有林が連携しながら取り組める路
網整備、間伐等の施業、森林共同施業団地の設定等の記述を盛
り込むよう要請した。

国有林担当 米代東部森林管理署
部局・役割 情報提供、アドバイス

連携協働相 鹿角地域振興局、北秋田地域振興局、鹿角市、大館市、北秋田
手先・役割 市、小坂町

市町村森林整備計画の策定

取組の結果、 各市町村が策定した市町村森林整備計画に国有林との共同施業
反響、今後の 団地等の設定などを盛り込むよう助言した。
課題等

ＰＲの実施状 実効性の高い市町村森林整備計画を期待する。
況及びその期
待する効果

（様式２）



（様式２）


